
令和６年度後期 学校評価の検証とアンケート結果に関する回答 

 

①  生徒のアンケートより 

  ・「学校は一人一人を大切にしていると思う」という問いに対して、前期から 0.1％上昇し、全

体の 94.4％が肯定的に考えています。今後も一人一人の個性を大切にしながら支援を継続し

ていきたいと考えています。 

 

・「自分の意欲や努力を認めてくれる先生がいる」という問いに対して、全体の 94.6％が肯定的

に考えています。特に、３年生の 96.1％が肯定的に考えており、３年間で築き上げた人間関

係の結果だと感じます。 

 

・「心配事や悩み事があるとき、相談できる先生がいる」の肯定的な割合が前期 76.3％から後期

76.6％へと、わずかながら上昇しました。特に、１年生は前期 77.5%から後期 83.3%と大きく

上昇しています。年４回の教育相談において、カウンセリングマインドを意識した対話を目

指してきた成果だと感じます。今後も、教育相談などで一人ひとりの生徒と向き合う時間を

大切にしていきたいと考えています。 

 

・「学校生活は楽しいと思う」という問いに対して、全体の 92.2％が肯定的に考えています。特

に、１年生の 95.7％の生徒が、肯定的に考えています。授業や学校行事において、仲間を認

め合いながら生活することで、「学校が楽しい」と感じている生徒が多いと感じます。 

 

・全体の 89.0％が「授業で学びを楽しんでいる」と考えています。特に、２年生の 90.6％が肯

定的に考えています。２年生は「いよいよ来年は進路決定の年」という自覚が芽生え始め、

仲間と議論したり、教え合ったりする様子が見られます。 

 

・「自分で計画し、自分の進路に向けて主体的に学習した」という問いに対し、全体の 72.3％が

肯定的に考えていますが、前期より 4.3％下降しました。特に、１年生は前期の 75.5%から

63.2%へと大幅に下降していますので、今後、職業調べや高校調べを通して、生徒たちが自分

の未来について見通しを持てるようなキャリア学習を計画していきたいです。また、単元ご

との学びの成果や付けたい力が明確になるように、学び方を振り返る時間を設定したいと考

えています。 

 

・「読書をする習慣がついている」の割合が全体の 30.5%となり、前期 39.8％より更に下降しま

した。読書の大切さを伝え、余暇の時間にスマホより本を手に取る時間を増やせるよう、国

語科中心に呼び掛けていきたいと思います。 

 

・「ボランティアや地域行事に積極的に参加した」の割合が前期の 35.2％から 40.2％と上昇し

ました。特に、３年生の割合が増えており、地域に貢献する意識が芽生えた結果であると感

じます。今後も、地域と連携していく中でボランティア活動を紹介できる機会を増やしてい

きたいです。 

 



②  生徒の意見に関する回答 

・「（仲間に）落ち着いて生活してほしい」「けじめをもって生活したい」「ルールを守って生活

したい」「（スマホなどの）不要物を持ってこない」という意見が多数ありました。居心地の

良い環境作りを目指すため、休み時間の過ごし方や学校生活の在り方について、生徒たちと

話合いを重ねていきたいと考えています。また、「ＴＰＯをわきまえて、節度を持って行動す

るときは、しっかりすると、より良い学校になる。」という意見がありました。このように、

学校の状態を冷静に見極めて、自分の考えをしっかり持つことのできる生徒が更に増えるよ

う、生徒たちと学習環境について考えていきます。 

 

・トイレの使用方法に関する意見が多数ありました。トイレでおしゃべりする生徒が多数いる

ことで、個室に入りにくいことを悩んでいる生徒がいるようです。休み時間内にトイレを使

えるように、互いに配慮し合える集団作りに向けて、支援をしていきます。 

 

・「合唱にまた順位をつけてほしいです」という意見がありました。今年度の合唱発表会は、

順位が付かなくても、すばらしい音楽を創ろうとする思いを持って練習に取り組むことがで

きました。特に、３年生からは、「６クラスの曲を組曲として捉え、学年全体ですばらしい

合唱を披露したい。」という決意が語られ、コンクールでは得ることのできない、「学年間の

絆」が生まれた発表会でした。加えて、合唱は、あくまで音楽科の授業の延長線上にあり、

仲間と協力してハーモニーを奏でる学びです。順位が付くことで、「自分たちの歌が良くな

かったのか」と否定的に考えることがないように、生徒たちの気持ちを配慮しました。来年

度も、生徒たちと合唱発表会をどのように価値付けていくのか、話し合う時間を設けたいと

考えています。 

日程に関しては、今年度、９月に合唱発表会、10 月に運動会を実施しましたが、合唱発表

会のリハーサルが非常に暑い中で行われ、熱中症指数も高めでした。合唱発表会当日も冷風

機を設置したものの、蒸し暑い中での開催でした。来年度も日程を再考する必要があり、頭

を悩ませています。暑い時期にリハーサルから力を注ぐことにならないよう、生徒たちの身

体的安全を最優先に日程を組んでいきますので、何卒、ご理解ください。 

 

③  保護者のアンケートより 

・「安心してわが子を任せられる学校である」の問いに対し、96.2％の保護者が肯定的に考えて

くださっています。心より感謝を申し上げます。今後も、子供たちが安心して学校生活を送

ることができるように、共に力を合わせていきましょう。 

 

・「わが子は心配や悩み事があるとき、教師に相談している」の問いに対し、69.6％の保護者様

が肯定的に考えています。前期より 4.9％上昇しましたが、まだまだ課題が残ります。今年度

は、年間計４回の教育相談の時間を設け、一人ひとりの生徒と向き合う時間を増やしました。

子供たちが教員に相談しやすい雰囲気を作ることができるように、来年度も教育相談の時間

を大切にしていきたいと考えております。また、子供たちにとって、頼りになる教職員集団

を目指し、教育相談以外にも、子供たちの心に寄り添いながら声を掛けていけるように努め

てまいります。 



 

・「わが子とスマホなどの家庭でのルールを決めている」の問いに対し、１年生が 79.2％、２年

生が 71.8％、３年生が 71.6％と学年が上がるにつれて肯定的な意見の割合が低くなります。

学年に上がるにつれ、使い方を把握していない様子が伺えますので、ぜひ、家庭でのルールを

決めてください。保護者の知らないうちに、トラブルに巻き込まれていることがあります。実

際に、校内でもＳＮＳのトラブルが多発しており、特に、週休日や長期休業中にトラブルが多

く起きています。また、誰でも閲覧可能なサイトに誹謗中傷を書くトラブルも起きています。

中には、校内で使用した履歴が残っている書き込みもあります。学校では、真面目に学習して

いる生徒が過ごしやすい環境を維持したいという思いから、スマートフォンを不要物としてい

ます。また、ＰＴＡ連絡協議会においても、スマートフォンの使用時間などに関するルールを

設け、生徒たちのトラブルを未然に防ぐための啓蒙活動をしています。しかし、ＳＮＳのトラ

ブルは後を絶ちません。トラブルを防ぐために、ご家庭で、もう一度スマートフォンの使用に

ついてルールを決めて確認してください。生徒たちが、加害者にも被害者にもならないように、

保護者様は、必ずお子様の使い方を把握してほしいと願います。また、ＳＮＳに関するトラブ

ルは、サポートセンター（富士警察署内）にご相談ください。 

 

・「わが子と地震などの緊急時に決めていることがある」の問いに対し、65.3%が肯定的に考えて

います。前期より 10.5%上昇しましたが、いつ地震が起こるか分からないので、緊急時におけ

る家族のきまりについて決めておいてほしいと思います。南海トラフ地震もいつ起こるか分か

らないと言われる今、自分ごととして捉え、準備をしておきたいものです。 

 

④  保護者の意見に対する回答 

・「月の予定表を紙媒体で欲しい。」という意見がございました。今年度より、直接、たよりが届

くようにマチコミメールで送らせていただいております。何卒、ご理解ください。もし、紙

媒体で月予定が欲しい方がいらっしゃいましたら、教務（橋立）までご連絡ください。また、

月予定は、職員会議にて確認をした後に保護者様に送っています。日程の変更などを訂正し

たのち、前月の最終週までには送るようにしておりますので、ご理解いただけますよう、お

願いします。なお、ホームページにも、同じものをアップしております。ぜひ、ご確認くだ

さい。 

 

・「運動会の順位付けを戻してほしい」という意見がありました。今回の運動会は、生徒会や学

年委員会の生徒たちが「どのような運動会にしたいか」という段階から主体的に考えて実施

しました。生徒たちからは「一人ひとりを大切にした運動会を目指したい」という声が上が

り、色別パフォーマンスなどの順位を付けないこととしました。選抜リレーに関しても、走

力のある生徒がクラスにいれば良いですが、いない場合は、その精神的負担が大きいです。

今年度は、このような理由により、選抜リレーを実施しませんでした。現在、来年度に向け

て、少しずつですが、現２年生の生徒会役員と話合いを行っています。来年度も、生徒たち

の主体性を大切にしながら学校行事を決めていきたいと考えています。 

 

・「アンケートの項目に「わからない」がないので困る。」というご意見がございました。この

アンケートを通して、お子様と学校について対話することができれば良いと考えております。



もし、分からない項目がありましたら、お子様に聞いてみてください。成長するにつれて、

学校の話題をしなくなった生徒もいると思いますが、ぜひ、対話のきっかけにしてほしいと

願っております。 

 

・「休日の部活動について、急な変更がある場合は、マチコミを通じて保護者に連絡してほし

い。」という意見がございました。突然の変更にご迷惑をお掛けしてしまったことと思います。

申し訳ございません。今後は、早めに連絡をするように努めてまいります。 

 

＊個人的な内容に関しては、個々に対応させていただきました。 

 


